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介護が必要なご本人と介護者が、おしゃべりや息抜きができるケアラーズカフェを柏市

で行っています。介護者同士のつながりだけではなく地域の方々と、同じ生活者同志とし

てつながる場です。介護を担う家族は地域から孤立しがちで、介護を背負い込んだり、近

隣の理解がなかなか得られないことが、住み慣れた街で自分らしく暮らせない一因と感じ

ます。 

これからの高齢社会で『自分らしく暮らす』には介護家族を地域で支え合うことがとて

も大事になると感じています。 

この活動のきっかけは自身の多重介護、遠距離介護を一人で抱え込んでしまい、介護う

つになってしまった体験から『一人で抱え込まないで』というメッセージを発信したくて

カフェを始めました。 

カフェという馴染みのある居場所で、気兼ねなく話し、相談や息抜きができる場所とし

て利用いただき、介護者と地域をつなぎ、地域に理解者を増やす事に取り組んでいます。 

～みんなの声～ 

★『カフェに来ると自分の心の空間、余裕がだんだん増えてきた』 

★『友達がいても話すことができない。ようやく話せる場所で人につながることができた』 

★『この先どうなるのか不安。ここに来るとほっとする、肩の力が抜ける』 

★『なんでもしゃべれる。介護体験を聴けて参考にできてありがたい』 

★『話したら一人じゃないんだと感じた』 

～みちくさの活動～     ※開催内容は日程が変更になる場合があります 

◎ケアラーズカフェ 毎週 火・水・木 （11時～17時） 

◎介護者同士のおしゃべり会 第 2土曜日（13時半～15 時半）【医師アドバイザーあり】 

◎つながりワークショップ第 2月曜日（13時半～15 時半）【介護に関した情報や講習の場】 

◎いきいき元気くらぶ 第 3月曜日（13 時半～15時半）【認定前、要支援者向け介護予防】 

 

 

 

 

 

 

 

     みちくさ亭の看板            活動の様子 

 

 

 

１ 『介護者支援カフェ』 ケアラーズカフェ みちくさ亭 
 

介護者支援の会みちくさ  
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 私たちの地域では、酒々井町の南部開発に伴い、地域の約半分が開発され市街

地となりました。残された古村は、昔ながらの整備がされていない地域であり、

山林、竹林が多く空家も出てまいりました。 

この状況を見るにあたり、私たちが生まれ育った故郷の風情を癒しの里として

整備して、地域の住民をはじめ広く町民皆様に立ち寄っていただける交流の広場

を造ることを考えました。 

 幸い、村の中心となる処に神社やお墓があり、その前に荒廃した山林や竹林が、

２，６００㎡ありましたので地権者の同意を得て、行政の支援や区民皆様の協力

を得ながら泉の里公園として整備しております。公園としての荒れ地の整備は４

年目を迎え完成に近づいております。 

今後は、公園の環境に適した草花や、アジサイ等の花木を植えて特徴ある交流

の広場を造ってまいりたいと思っております。 

 今後の課題として、泉会の運営資金と人手の問題がありますが、南部開発によ

り造られた町が所有する公園の草刈り等の管理を、泉会が引き受けることになり

報奨金により運営資金の拡充が図れます。 

また、人手に関しましては、地元の女性を中心に、すずらん会（老人クラブ）

が発足し（平成２６年７月）、花壇の花植えや手入れ等の軽作業を手伝ってもら

える計画もあり、男性だけの活動から女性を含めた活動となり組織の拡充も図ら

れコミュニケーションの輪も広がることを期待しております。 

 泉会の設立・平成２３年８月 会員数２３人          

 

 
基礎整備がされた泉公園（遊歩道は竹チップで）    町所有の公園の草刈り 

 
 

 ２ 泉の里公園整備事業 

泉の里整備計画友の会（通称：泉会）  
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千葉氏の祖、千葉常胤(つねたね)の六男で、東庄町名の由来にもなった東胤頼(たねより)

が鎌倉初期に築いたとされる須賀山城。その城跡は何時しか忘れ去られ荒れ放題になって

いました。その由緒ある城跡の再生を当園４０周年事業の一つとして位置付けました。 

北総育成園が香取郡東庄町の遥かに鹿島灘(太平洋)、大利根の流れを俯瞰する丘の上に

開園したのは昭和４９（１９７４）年のこと。その源流はさらに遡ること２０年、昭和   

２９（１９５４）年、船橋市手をつなぐ親の会の発足にあります。障害を持った我が子の

行く末を案ずる父母の切ない思いが船橋市の手によって実現しました。その後、北総育成

園はこの香取郡東庄の地に４０年の歳月を刻み、それはこれからも続きます。 

 この地は純然たる農村地帯。「ここで何をして生きるか」と考えた時、「百姓するしかあ

んめーや」と言うことになり、地域に小さな畑をお借りして、５０人の利用者の暮らしが

始まりました。その４０年の歳月は“遠くの親戚より近くの他人”で香取東庄地域の皆様

の陰に陽に沢山のご理解とご支援を頂いた上に成り立ちます。時が経ち４０年の歳月への

感謝を形に表すことを意識した時、当園林産班椎茸貯木場としてお借りしている小山の隣

に須賀山城址(約２０００坪)があったことに気が付きました。篠竹と雑木に覆われたその

城址は人は勿論、兎も狸も踏み込むことは出来ない程の荒れようでした。「よし、この城址

を再生しよう」地主さんの了解を頂き、須賀山城址再生事業を２５年度当園事業に組み入

れました。篠竹のジャングル片付けは想像以上に困難で途中何度も投げ出したくなりまし

たが、町の皆さんがその取組に注目してくれていることを知り引くに引けなくなりました。

約１年、片付け延べ日数は５０日。職員利用者の手伝い延べ人数は４５０人。結果、岩田

東庄町町長他大勢の地域の皆さんに再生なった須賀山城址を見て頂く日に辿り着きまし

た。平成２６（２０１４）年５月２４日、須賀山城址開山祭りがそれです。ささやかな地

域貢献。以後、この城址公園を保守することが当園の仕事に加わりました。 

 

     須賀山城祉開山祭り          活動の様子 

 

 

 

 

３ 須賀山城址再生・公園化に取り組む 

                社会福祉法人さざんか会 北総育成園  

 



83 
 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 千葉市では、従来、管理組合は建物管理のために所有者により組織された団体であり、ま

た、町内自治会は地域活動を行うために居住者により組織された団体であるため、目的・構

成員が異なる別組織として取り扱いをしてきました。 

 しかしながら、建物管理に留まらず、居住者間の親睦・協調のための活動や、防災活動等

を行う管理組合もあり、町内自治会と同様の活動をしているにも関わらず、市が別組織であ

ると位置づけていることから、ひとつの集合住宅の中に、管理組合と町内自治会という二つ

の組織を作らざるを得ず、例えば、「防災担当がそれぞれの組織におり、連携が図りづらい」、

「地域活動を行うことについて管理組合員の協力が得られない」など、活動に支障が出てい

るとの声が寄せられていました。 

 一方、行政においても、行政情報の回覧は、市内全域を包括する連合組織があり、一括で

の契約が可能であることから町内自治会へ依頼しており、そのような包括組織のない管理組

合に対しては回覧が行われておらず、情報が行き渡っていないこと、また、東日本大震災以

降、地域コミュニティの重要性が再認識され、各地域において避難所運営委員会の設立が進

められる中で、町内自治会や自主防災組織が設立されていない集合住宅については、委員会

のメンバーから外れてしまうことなどが懸案となっていました。 

そこで、行政情報の周知ができるよう、また、平常時から地域内での交流・連携を図る体

制づくりが進められるよう、地域活動を行う管理組合を一定の要件のもとで町内自治会と同

様に取り扱う制度を平成２５年４月から開始したところ、平成２６年１１月末現在で、新た

に１２の管理組合（約２，３００世帯）が町内自治会活動を開始するとともに、これまで別

組織として運営されてきた町内自治会と管理組合が統合され、協力体制の確立、重複してい

た役職の見直しも図られました。今後も、団体が円滑に運営でき、地域連携が進むよう、こ

の取組を進めたいと考えています。 

 

             加入促進用パンフレット 

  

４ マンション管理組合を町内自治会へ 
 

千葉市市民局市民自治推進課  
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 船橋市には現在約 860 の町会・自治会があり、行政と連携を取りながら、各

地域で環境美化・福祉・防犯・防災など様々な分野で活躍しています。 

 しかし、近年は新しい住宅地や集合住宅も増え、人々の価値観やライフスタ

イルの多様化が進んだことで、地域の活動に無関心で町会・自治会に加入しな

い人も増えており、その結果、市内の町会・自治会加入率は年々低下し、地域

の連帯感や相互扶助意識の希薄化が懸念されています。 

 また、各町会・自治会においても、加入促進の必要性は感じつつも具体的に

どのように加入呼びかけなどを行えばよいか？ノウハウが無く苦慮する役員の

声が聞かれていました。 

 そこで、船橋市自治会連合協議会（市内の町会・自治会の連合組織）では、

加入呼びかけに関する基本的な事項をまとめた「町会・自治会加入促進マニュ

アル」を平成 26 年度に作成し、各町会・自治会へ配布しました。 

このマニュアルは、加入呼びかけの事前準備や訪問時の注意事項、よく聞か

れる質問への回答例、あいさつ状の作成例など、具体的な加入呼びかけの方法

に関する事項の他、市内町会・自治会から寄せられた加入促進成功事例も掲載

しており、今後、それぞれの地域特性に合わせた活用が実を結ぶことが期待さ

れています。             

 

          加入促進マニュアル 

 

 

 ５ 町会・自治会加入促進マニュアルの作成 

船橋市市民生活部自治振興課  



 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市におきましては、自治会加入促進を図るため、平成

けで、「一般社団法人 千葉県宅地建物取引業協会南総支部」、「木更津市区長会

連合会」、「木更津市」の三者で自治会への加入促進に関する協定書を締結しま

した。 

近隣市でも千葉県宅地建物取引業協会南総支部と協定書を締結したお話を伺

いましたので、木更津市区長会連合会でも、ぜひ協定を結び自治会加入促進へ

の一助になればと締結するに至ったところです。

この協定に基づき、木更津市内に所在する南総支部会員事務所を協力店とし

て、自治会加入促進用チラシの掲示及び市内の住宅の販売、仲介、賃貸等をす

る場合に、入居者に対して当該チラシを配布し、自治会加入促進を促すよう努

めています。区長会連合会の会員である区長、自治会長等は地域において当該

チラシを活用して自治会加入の勧誘を行っています。また、木更津市では、市

民課窓口において転入者に対して当該チラシを配付し、自治会加入の促進を呼

びかけています。 

本市においては、新しい宅造住宅地があり、いくつかの地域では新たに自治

会が設立されています。

 協定書を結んだからと言って、すぐに自治会加入に反映されるものではあり

ませんが、今後も引き続き、自治会加入促進を図ってまいります。

 

 

 

 ６ 自治会加入促進
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木更津市市民部市民活動支援課
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 平成２６年１１月１５日(

段静かな駅前商店街が、１日だけ人で一杯になっている風景を見た人達からは「いまから

４０年前の木更津を思い出す」と言われました。

平成６年４月厚生労働省は、子育て中の親たちを保育園が支援することを提案し始めま

した。核家族化と新興住宅地など地域社会のつながりの希薄化が孤立無援の子育てを招い

ていること。親たちは子育ての不慣れ、不安から精神的に追い詰められているらしいこと。

保育園が持つノウハウがとても有効であること。それを親たちに教え伝え

園は育児不安の解消に貢献できること。厚生労働省はこの様に指摘していました。木更津

社会館保育園は平成７年４月地域子育て支援センター「ゆりかもめ」を開設。電話相談な

ど子育て支援事業を始めます。「ゆりかもめ」を際立たせていたのは、「待っているよりこ

ちらから出ていこう」の精神でした。電話相談に応じることと並行して、市内の公園に担

当者が出ていって、そこに集まっている親子達に直接会ってみよう

達を遊ばせながら、直接親たちの気持ちに触れて見よう。

週に１度２時間ほどの「出張保育」「青空保育

公園に「ゆりかもめ」の幟が立つようになります。「青空保育」と「保育所保育」の違いは、

保育士達が誰に働きかけるかにありました。「保育所保育」はお子様達をお預かりして直接

保育します。「青空保育」では母達に働きかけるのでした。母達に遊び方を教える。「保育

士は助手席、母達が運転席」この原則に加えて、「母達を市民として自立させる」「母と母

を繋げる」の２つの行動原理が加わって、「ゆりかもめ」の母達の自律的な姿勢は年々洗練

されていったのであります。

母達が、指導者達よりも「少し先輩の

のは数年後のことでした。いまそれは「ピアカウンセリング」と言われます。専門性より

も同調性が優先だというのです。「ゆりかもめ」はスタッフの交代に際して、直前まで子育

てに奮闘していた親たちの中から、後任候補者を探す様になっていました。その母達が平

成１６年「木更津こどもまつり」を開始。平成

内スタッフだけで千名。子育て中の母達の才能を「ゆりかもめ」は引き出すことに成功し

たのでした。母達は凄いです。

          ゆりかもめ寺町分館内部
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(土)木更津駅西口一帯は大勢の親子であふれかえリました。普

段静かな駅前商店街が、１日だけ人で一杯になっている風景を見た人達からは「いまから

４０年前の木更津を思い出す」と言われました。 

月厚生労働省は、子育て中の親たちを保育園が支援することを提案し始めま

した。核家族化と新興住宅地など地域社会のつながりの希薄化が孤立無援の子育てを招い

ていること。親たちは子育ての不慣れ、不安から精神的に追い詰められているらしいこと。

保育園が持つノウハウがとても有効であること。それを親たちに教え伝え

園は育児不安の解消に貢献できること。厚生労働省はこの様に指摘していました。木更津

月地域子育て支援センター「ゆりかもめ」を開設。電話相談な

ど子育て支援事業を始めます。「ゆりかもめ」を際立たせていたのは、「待っているよりこ

ちらから出ていこう」の精神でした。電話相談に応じることと並行して、市内の公園に担

当者が出ていって、そこに集まっている親子達に直接会ってみよう。親たち

達を遊ばせながら、直接親たちの気持ちに触れて見よう。 

時間ほどの「出張保育」「青空保育」は大当たりでした。１年で市内

公園に「ゆりかもめ」の幟が立つようになります。「青空保育」と「保育所保育」の違いは、

保育士達が誰に働きかけるかにありました。「保育所保育」はお子様達をお預かりして直接

保育します。「青空保育」では母達に働きかけるのでした。母達に遊び方を教える。「保育

士は助手席、母達が運転席」この原則に加えて、「母達を市民として自立させる」「母と母

つの行動原理が加わって、「ゆりかもめ」の母達の自律的な姿勢は年々洗練

されていったのであります。 

母達が、指導者達よりも「少し先輩の母達の言うことにより耳を傾ける」と言われ出す

のは数年後のことでした。いまそれは「ピアカウンセリング」と言われます。専門性より

も同調性が優先だというのです。「ゆりかもめ」はスタッフの交代に際して、直前まで子育

てに奮闘していた親たちの中から、後任候補者を探す様になっていました。その母達が平

年「木更津こどもまつり」を開始。平成２６年１１月第１１回の参加者合計

内スタッフだけで千名。子育て中の母達の才能を「ゆりかもめ」は引き出すことに成功し

たのでした。母達は凄いです。 

ゆりかもめ寺町分館内部         こどもまつり学童の肩叩き隊

支援センター２０年「街おこしに貢献する

木更津社会館保育園

木更津駅西口一帯は大勢の親子であふれかえリました。普

段静かな駅前商店街が、１日だけ人で一杯になっている風景を見た人達からは「いまから

月厚生労働省は、子育て中の親たちを保育園が支援することを提案し始めま

した。核家族化と新興住宅地など地域社会のつながりの希薄化が孤立無援の子育てを招い

ていること。親たちは子育ての不慣れ、不安から精神的に追い詰められているらしいこと。

保育園が持つノウハウがとても有効であること。それを親たちに教え伝えることで、保育

園は育児不安の解消に貢献できること。厚生労働省はこの様に指摘していました。木更津

月地域子育て支援センター「ゆりかもめ」を開設。電話相談な

ど子育て支援事業を始めます。「ゆりかもめ」を際立たせていたのは、「待っているよりこ

ちらから出ていこう」の精神でした。電話相談に応じることと並行して、市内の公園に担

親たちと一緒に子供

年で市内４ヶ所の

公園に「ゆりかもめ」の幟が立つようになります。「青空保育」と「保育所保育」の違いは、

保育士達が誰に働きかけるかにありました。「保育所保育」はお子様達をお預かりして直接

保育します。「青空保育」では母達に働きかけるのでした。母達に遊び方を教える。「保育

士は助手席、母達が運転席」この原則に加えて、「母達を市民として自立させる」「母と母

つの行動原理が加わって、「ゆりかもめ」の母達の自律的な姿勢は年々洗練

母達の言うことにより耳を傾ける」と言われ出す

のは数年後のことでした。いまそれは「ピアカウンセリング」と言われます。専門性より

も同調性が優先だというのです。「ゆりかもめ」はスタッフの交代に際して、直前まで子育

てに奮闘していた親たちの中から、後任候補者を探す様になっていました。その母達が平

回の参加者合計７千名。

内スタッフだけで千名。子育て中の母達の才能を「ゆりかもめ」は引き出すことに成功し

 

こどもまつり学童の肩叩き隊 

する母親達」 

木更津社会館保育園  
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「わたしの望みノート」は、沼南地域包括支援センター（柏市社協受託）で関わっ

た高齢者への支援から誕生しました。身寄りがなく在宅で介護を受けるその女性は、

自身の最期に大きな不安を抱えていました。その不安は、その方だけではなく、地域

が抱える課題かもしれないと考えた私達は、地域ケア会議を開き、多くの専門職の協

力・連携のもと、平成 26 年 2 月に第 1版「わたしの望みノート」を作成いたしました。 

同様のノートは今では沢山見られますが、手に取った後、活用いただけるものにし

ていくのが難しいところです。そこで、平成 26年 9 月から東京大学との共同研究とし

て市内の高齢者に調査を行いました。調査結果を踏まえ、よりニーズに合ったものに

するため改訂作業に取り組み、平成 27 年度に改訂版を発行することにしました。 

今後は説明会の開催等を検討し、「わたしの望みノート」をきっかけにより多くの方

が自分の将来について考え、今の生活を豊かにしていける地域の実現を目標にしてい

ます。 

 

 

     『わたしの望みノート』作成のための活動の様子 

 

 ○主な内容 
Ⅰ わたしの基本情報 
Ⅱ わたしを囲む人 
Ⅲ わたしの財産 
Ⅳ 介護が必要になったら 
Ⅴ 認知症になったら 
Ⅵ 終末期に自分が受ける医療についてあらかじめ考える 
Ⅶ 自分の最期をあらかじめ考える 
Ⅷ 大切な人へのメッセージ 

○使い方 
これまでの人生を振り返り、大切な「今」

を整理して、未来への望みをノートにま

とめます。各ページをコピーして、信頼

のおける家族や友人、主治医の先生など

に思いを託せます。 

○特徴 
・これからの生活に役立つミニ知識の掲載 
・市内の相談窓口の掲載 
・好きな所から無理なく書きやすい 

 ８ 一人ひとりの幸せに向けて「わたしの望みノート」 

柏市社会福祉協議会 
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大地を振り回し、海をつかみあげ、原子力発電所の安全神話を粉々に打ち砕

き、東日本大震災は人々の生命、健康、生活、社会基盤を根こそぎ破壊しまし

た。震災後のプロセスが明らかにしたものは、近隣同士の助け合いや支え合い、

地域住民一人ひとりが課題解決に向けて取り組みながら、自分たちの地域を住

みよい街にしていこうとする「ともに生きる力」の大切さです。 

東日本大震災以降も毎年全国各地で大きな自然災害が発生しています。千葉

県でも平成２５年９月の野田市における竜巻被害、同年１０月には台風２６号

による風水害が発生し大きな被害を受けました。被害が大きかった４市の社会

福祉協議会は直ちに災害ボランティアセンターを開設し、２４日間で延べ６３

２人のボランティアが災害復旧活動に汗を流しました。 

千葉県は、平成２６年４月に施行した千葉県防災基本条例において、「県民は、

自主防災組織等並びにボランティアが行う防災活動に自発的かつ積極的に参加

するように努める」よう定めました。また、平成２６年１２月１９日に政府の

地震調査研究推進本部が発表した「全国地震動予測地図」によると、千葉市の

場合、今後３０年以内に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率は７３％で、横

浜市に次いで全国で２番目に高い確率となっています。 

人はひとりでは生きられません。誰も排除しないし差別しない、つながりの

ある地域社会づくりが必要です。お互いのおかれている立場を認めたうえで、

自分自身も地域社会の一員であることを認識し、地域社会をともに支えている

ことを実感する力が育まれることで、住民相互の支え合いや活動が行われる地

域へと変わっていくことができるのです。 

 

 

活動前のオリエンテーションの様子     床上浸水で濡れた畳を外へ運びだす 

 

 

 ９ 地域社会づくりと災害ボランティア活動 

千葉県社会福祉協議会 
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青葉台さわやかネットワークは、青葉台を中心にして市原市西部地区など私たちが暮ら

している地域を、“安全で安心して心豊かに暮らせるまちにしたい”との理念のもとに平成

６年に設立され、平成１２年にＮＰＯ法人を取得しました。会員がお互いに助け、協力す

ることによって、子どもから高齢者・障害のある人までそれぞれが交流し合える温かいま

ちづくりを目指して活動しています。 

活動については、掃除・洗濯・炊事、庭木剪定・草取り、車での送迎、ふれあい昼食会、

地域でのさわやかまつり・餅つき大会等や子育て支援を実施しています。また、居場所づ

くりとしては、青葉台ふれあいサロンを設立し、現在は町会・老人会等も参加していただ

く中で管理運営され、地域の方々誰もが立ち寄り集い合える楽しい居場所となっています。 

一方、青葉台地区の高齢化率は、市原市の２３％に対して３３％と約１０％も高い状態

となっているのが現状ですが、平成２７年４月からは要支援１及び要支援２を対象とした

介護保険の介護予防給付のうち、訪問介護と通所介護が、市町村の実情に応じた多様な主

体によるサービスの提供を可能とする制度へ段階的に移行することが決定されています。 

市民の多くの方々は、住み慣れた地域で、住み慣れた家で、住み続けることの出来る社

会を望んでいます。今回の介護保険制度の改正に伴い、地域での暮らしを守るにはＮＰＯ

法人やボランティア団体、地域の地縁組織（町会や老人会、民生委員・児童委員等）が対

応していく必要があり、各団体が連携し合い、ネットワークをつくる中で軽度な要介護者

や障害のある人等を支え合っていくことが必要です。今後、目指す地域像として、ぷらっ

と立ち寄り、お話ができる居場所（サロン）が各町会にあり、その中核には、デイサービ

スやショートステイを備えた複合型の小規模多機能の施設があって、夜間随時巡回サービ

ス対応ができることにより、２４時間３６５日を支えることの出来るモデル地域を形成し

たいと考えます。これに対し青葉台地区は、姉崎東中学校を中心に、約３千５百世帯数の

モデル地区としては理想的な条件が整っていることから、早期に実現化に向けて取り組ん

でいきたいと考えます。 

 

 

ふれあい昼食会             餅つき大会 

 

 10 心豊かに暮らせる地域を目指して 

ＮＰＯ法人青葉台さわやかネットワーク  
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本大久保ホームタウンは昭和５５年から入居が始まった４２０戸余りの一戸建ての新興

団地です。平成１０年に、自治会役員兼務の自主防災会が設立されましたが、消火器使用

訓練や救急救命訓練、非常食の備蓄などの断片的な活動にとどまっていました。 

 そこで、平成２０年に地域住民自身による自助・共助活動の具現化と、より実践的な活

動を目指し、任期１年の自治会役員とは別立ての「専任防災委員」による自主防災会を新

たに組織化しました。 

組織化にあたっては、専任防災委員に加え、緊急時に出動する後方支援の協力委員、さ

らには自治会役員・班長も含めて統制できるよう「地域ブロック制」を導入しました。 

防災委員については防災活動の中心の人材とすべく、外部講習会、外部視察、災害図上

訓練を繰り返し実施し、災害時の対応能力の向上を目指しています。女性や多忙者が多い

協力委員には、日常的負担を減らしながらも、被災時に活躍ができるよう、意識付けや、

救援・救護訓練、備蓄食品利用訓練を実施しています。 

また、ＩＴに関するノウハウを持つ役員らのスキルで、簡易無線機やＩＴ技術を活用し

た情報収集と指示・発信ができる体制の構築を目指しています。簡易無線機は各ブロック

に配備し、災害時には、発電機を整備した自治会館内に設置される「防災センター」など

とやり取りを行うこととしています。自治会専用の掲示板では、緊急防災情報の確認や、「助

けて！メール」の送信ができ、実際の災害時にこれらＩＴツールがスムーズに利用できる

よう、講習会や訓練などにも積極的に取り組んでいます。東日本大震災時には、ＩＴを活

かしたこの体制により、迅速な被害状況の収集を行うことができました。 

さらに、災害時に安全が確保できた場合に軒先に掲げる「安否確認プレート」を全戸に

配布しており、平成２５年度の習志野市総合防災訓練では８割近い世帯がこれを掲示して

いたことから、一部の役員だけではなく、まち全体として防災意識が高くなっていること

が確認できました。 

今後も、専任防災委員が高齢者に片寄らないよう、若い世代や転入者を積極的に受け入

れ、世代間の広がりと活気のある組織を目指しています。 

 

簡易無線機を使った通信訓練 参加者体験型防災訓練 

 

 

 11 ＩＴを活用した独自の防災ネットワークを構築 

習志野市保健福祉部保健福祉調整課  

簡易無線機を使った通信訓練 参加者体験型防災訓練 


